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【目的】

自然免疫は哺乳類を含むほぼすべての多細胞生物が有する生体防御機構である。ショウジョウバエでは、（以下省略）

【方法・結果】

ショウジョウバエ培養細胞S2細胞を用いて、リステリア菌に対するPGRP-LE、およびRef(2)Pのリステリア菌への集積を調べた。（以下省略）

【考察】

オートファジーの無秩序な亢進は自己成分の不必要な分解につながるため、オートファジーが病原体排除に機能する際は、病原体の周囲に空間的に厳密に制御される。（以下省略）
